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平
成
30
年
3
月
6
日
（
火
）
さ
い
た
ま
市
彩

の
国
す
こ
や
か
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
「
男
女
共
同

参
画
推
進
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
男
女
共
同
参
画
の
視
点

に
基
づ
い
た
民
生
委
員
活
動
、
民
児
協
運
営
を

推
進
し
て
い
く
た
め
に
本
会
男
女
共
同
参
画
推

進
部
会
が
企
画
・
運
営
を
行
っ
て
い
る
も
の
で

す
。

　

今
年
度
は
、
男
女
共
同
参
画
の
視
点
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
誰
も
が
笑
顔
で
、
安
全
に
、
安
心

し
て
生
活
で
き
る
社
会
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え

る
と
と
も
に
、
高
齢
者
の
人
権
に
配
慮
し
た
活

動
に
取
組
ん
で
い
く
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま

し
た
。

▼　
講　
義　
Ⅰ　
▲

男
女
共
同
参
画
社
会
と
は

　

職
場
や
家
庭
、
地
域
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
場
に

お
い
て
、
男
性
も
女
性
も
そ
の
能
力
・
個
性
を

十
分
発
揮
で
き
、
喜
び
も
責
任
も
分
か
ち
合
う

こ
と
が
で
き
る
社
会
の
こ
と
で
す
。

我
が
国
の
現
状

　

日
本
の
女
性
の
労
働
力
率
を
年
齢
階
級
別
に

み
る
と
、
30
歳
代
を
底
と
し
た
M
字
カ
ー
ブ
を

描
い
て
い
ま
す
。
こ
の
背
景
に
は
結
婚
・
出
産
・

子
育
て
期
に
就
業
を
中
断
す
る
女
性
が
多
い
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
第
1
子
出
産

前
後
の
就
業
継
続
率
を
み
る
と
、
こ
れ
ま
で
の

40
％
前
後
か
ら
、
近
年
は
50
％
を
超
え
て
い
ま

す
。
そ
の
一
方
、
就
業
者
に
占
め
る
女
性
割
合

に
比
べ
、
管
理
的
職
業
従
業
者
に
占
め
る
女
性

割
合
は
国
際
的
に
み
て
低
い
の
が
現
状
で
す
。

各
国
に
お
け
る
男
女
格
差
を
測
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー

ギ
ャ
ッ
プ
指
数
に
お
い
て
も
、
日
本
は
１
４
４
か

国
中
１
１
４
位
と
低
い
順
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
各
国
に
お
い
て
女
性
の
経
済
・
政
治
参

画
が
進
ん
で
い
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
国

際
社
会
の
取
組
み
の
動
向
を
踏
ま
え
た
男
女
共

同
参
画
を
推
進
す
る
こ
と
も
重
要
と
言
え
ま
す
。

国
の
取
組
み

　

国
に
お
い
て
も
平
成
27
年
に
「
第
4
次
男
女

共
同
参
画
基
本
計
画
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
女

性
の
活
躍
推
進
の
た
め
に
は
、
男
性
の
働
き
方
・

暮
ら
し
方
の
見
直
し
が
欠
か
せ
な
い
こ
と
か
ら
、

男
性
中
心
の
労
働
慣
行
等
の
変
革
が
強
調
さ
れ

た
こ
と
が
こ
の
計
画
の
大
き
な
特
徴
で
す
。

埼
玉
県
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
に
つ
い
て

�

（
平
成
29
〜
33
年
度
）

　

県
民
、
事
業
者
、
民
間
団
体
及
び
市
町
村
な

ど
と
連
携
し
て
施
策
の
推
進
に
取
組
む
た
め
の

計
画
で
す
。

　

基
本
目
標
1
の
施
策
で
は
、
市
町
村
、
事
業

所
、
各
種
団
体
に
お
け
る
方
針
の
立
案
及
び
決

定
に
男
女
共
同
参
画
の
促
進
が
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

基
本
目
標
3
の
施
策
で
は
、
高
齢
者
が
い
き

い
き
と
活
躍
し
、
安
心
し
て
生
活
で
き
る
支
援

を
進
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
シ
ニ
ア
の
活

躍
推
進
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

高
齢
者
の
方
が
地
域
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
参
加
す
る
機
会
を
拡
大
す
る
た
め
、
地
域

デ
ビ
ュ
ー
を
応
援
す
る
気
運
づ
く
り
や
地
域
デ

ビ
ュ
ー
の
き
っ
か
け
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
定
年
制
の
廃
止
や
引
き
上
げ
を
行
っ
て

い
る
企
業
等
を
認
定
す
る
こ
と
で
、
高
齢
者
が

働
け
る
場
を
増
や
す
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
蓄

積
し
た
多
様
な
知
識
や
経
験
を
生
か
し
て
就
業

が
で
き
る
よ
う
、
県
内
8
か
所
設
置
し
て
あ
る

セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
相
談
や
セ
ミ

ナ
ー
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

基
本
目
標
7
の
施
策
で
は
、
女
性
の
暴
力
の

防
止
と
被
害
者
支
援
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。
日

頃
の
民
生
委
員
活
動
に
お
い
て
、
Ｄ
Ｖ
な
ど
の

暴
力
の
被
害
に
つ
い
て
、
住
民
の
方
か
ら
相
談

が
あ
っ
た
場
合
は
、
県
や
市
町
村
の
相
談
窓
口

に
つ
な
い
で
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
各

分
野
に
お
い
て
、
多
様
な
方
が
関
わ
り
、
新
た
な

取
組
み
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
民
生
委
員
の
皆
様

に
お
い
て
も
、
男
女
共
同
参
画
の
視
点
に
立
っ
た

活
動
か
ら
、
共
に
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

を
目
指
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
「
地
域
共

生
社
会
」
の
実
現
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

埼玉県男女共同参画基本計画　基本目標

1 あらゆる分野の意思決定に男女が共に参画する

2 経済社会における女性の活躍が更に広がる

3 家庭や地域で男女が共にいきいきと参画する

4 災害に強い地域を男女が共につくりあげる

5 男女の固定的な性別役割分担や偏見をなくす

6 男女共同参画の意識をはぐくむ

7 女性に対するあらゆる暴力を根絶する

8 男女の異なる健康上の問題を踏まえ、生涯にわたる健康づくりを支
援する

主催者挨拶
埼玉県民児協

会長　大谷　富夫

部会長挨拶
埼玉県民児協

男女共同参画推進部会
部会長　下田　ナカ

埼玉県県民生活部
男女共同参画課

主査　矢嶋　直美　氏

【
テ
ー
マ
】

埼
玉
県
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
に
つ
い
て

〈
講
師
〉

平
成
29
年
度「
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ミ
ナ
ー
」開
催
報
告
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合
も
多
く
、
そ
の
背
景
に
は
相
談
相
手
が
い
な

い
、
気
に
か
け
て
く
れ
る
人
が
い
な
い
等
、
社

会
的
孤
立
や
孤
独
感
が
共
通
し
て
い
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
団
塊
の
世
代
が
75
歳
を
迎
え
る

２
０
２
５
年
は
、
稼
働
世
代
が
減
り
、
高
齢
者

が
増
え
る
こ
と
で
、
介
護
や
医
療
に
か
か
る
負

担
が
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
生
涯
未
婚
率
も
高
く
な
っ
て
お
り
、
高
齢

化
の
進
行
と
と
も
に
社
会
的
孤
立
に
拍
車
を
か

け
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
地
域
に
お
け
る
関
係
性
の
希
薄
化

や
人
口
構
造
の
変
化
等
に
よ
り
深
刻
化
す
る
社

会
的
孤
立
は
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
や
障
害
者

の
感
じ
る
「
ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
ご
と
」
へ
の

手
助
け
等
、
公
的
な
支
援
制
度
の
対
象
と
な
ら

な
い
日
常
生
活
の
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
も
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
う
し
た
課
題
を

地
域
で
支
え
合
う
互
助
力
を
高
め
る
と
と
も
に
、

共
助
・
公
助
と
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
り
解
決
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
は
、
市
町
村
が
主

体
と
な
り
、
住
み
慣
れ
た
地
域
、
住
ま
い
に
お

い
て
、
医
療
・
介
護
・
生
活
支
援
・
介
護
予
防

　

２
０
２
０
年
代
初
頭
の
「
地
域
共
生
社
会
」

の
全
面
展
開
へ
向
け
て
、
住
民
が
主
体
的
に
参

画
し
た
地
域
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
、
地
域
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と

　

地
域
で
は
、
孤
立
死
や
ゴ
ミ
屋
敷
、
ひ
き
こ

も
り
、
子
育
て
の
ス
ト
レ
ス
、
ゴ
ミ
だ
し
や
買

い
物
等
の
ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
ご
と
等
の
課
題

を
抱
え
て
い
る
方
や
、
ダ
ブ
ル
ケ
ア
の
よ
う
に

複
数
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
世
帯
も
増
え
て
き

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
課
題
や
問
題
を
抱
え
て

い
て
も
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
発
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場

▼　
講　
義　
Ⅱ　
▲

な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
が
一
体
的
に
提
供
で
き
る
体

制
を
構
築
す
る
こ
と
で
す
。
社
会
福
祉
協
議
会

で
は
、
そ
の
体
制
の
う
ち
、
互
助
と
自
助
の
強

化
を
図
る
、
生
活
支
援
や
介
護
予
防
に
つ
い
て
、

地
域
住
民
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
方
と

と
も
に
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

市
町
村
が
定
め
る
活
動
区
域
に
は
、
そ
の
進

行
役
と
し
て
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が

配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、

地
域
に
あ
る
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
全
体
像
を

把
握
し
て
、
足
り
な
い
も
の
は
新
た
に
つ
く
り
、

担
い
手
の
養
成
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
支
援
を

必
要
と
す
る
人
と
そ
の
サ
ー
ビ
ス
を
担
っ
て
い

る
団
体
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
も
行
い
ま
す
。

　

地
域
づ
く
り
は
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
立
場

の
方
が
参
画
し
意
見
を
出
し
合
い
な
が
ら
進
め

て
い
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、
市
町
村
は
地
域
ニ
ー

ズ
の
把
握
や
地
域
づ
く
り
に
向
け
た
企
画
の
立

案
な
ど
の
た
め
に
協
議
体
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

民
生
委
員
の
方
も
構
成
メ
ン
バ
ー
と
し
て
想
定

さ
れ
て
お
り
、
民
生
委
員
の
方
の
個
別
ケ
ー
ス

か
ら
サ
ー
ビ
ス
や
支
え
合
い
の
取
組
み
を
考
え

る
こ
と
も
必
要
で
あ
り
、
特
に
第
2
層
の
活
動

区
域
は
身
近
な
圏
域
の
た
め
民
生
委
員
の
皆
様

に
お
声
が
係
る
こ
と
も
多
い
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　

埼
玉
県
社
会
福
祉
協

議
会
で
は
、
平
成
28
年

度
に
蕨
市
、
平
成
29
年

度
は
新
座
市
に
お
い
て

生
活
支
援
モ
デ
ル
事
業

を
行
い
、
以
下
の
3
点

が
体
制
づ
く
り
を
進
め

る
に
あ
た
り
重
要
と
考

え
ま
す
。

①
サ
ー
ビ
ス
や
制
度
を

整
備
す
る
こ
と
が
目
的

で
は
な
く
、
住
民
同
士

の
支
え
合
い
に
よ
る
地
域
づ
く
り
が
本
題
で
あ

る
こ
と
。

②
そ
の
た
め
、
住
民
の
意
識
醸
成
が
大
切
で
あ

る
こ
と
。

③
そ
し
て
、
住
民
主
体
の
地
域
づ
く
り
の
発
想

が
将
来
へ
継
続
し
て
い
く
こ
と
。

「
我
が
事
・
丸
ご
と
」
の
地
域
づ
く
り

　

地
域
共
生
社
会
が
今
後
の
福
祉
施
策
の
基
本

コ
ン
セ
プ
ト
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
ま
ず
少
し
で
も
地
域
社
会
に
対
す

る
関
心
を
高
め
、「
他
人
事
」
を
「
我
が
事
」
に

思
え
る
よ
う
な
き
っ
か
け
を
提
供
す
る
よ
う
な
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
や
仕
掛
け
が
多
く
用
意
さ
れ
る
こ

と
が
必
要
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

生
活
上
生
じ
る
、
分
野
を
超
え
た
課
題
に
、
身

近
な
圏
域
で
総
合
的
に
応
じ
る
体
制
づ
く
り
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
持
つ
力
と
公
的
な
支
援
が
協
働
し
て

課
題
解
決
の
た
め
の
体
制
づ
く
り
の
た
め
、
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
は
高
齢
者
か
ら
全
世
代

へ
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
シ
ス
テ
ム
と
し
て

構
築
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
県
内
各
地
に
お

い
て
も
、
住
民
同
士
の
支
え
合
い
活
動
と
し
て
、

生
活
支
援
や
防
災
活
動
に
係
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
や
サ
ロ
ン
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
組
み
が
進
め
ら
れ
る
中
、
民
生

委
員
の
皆
様
に
は
、
こ
れ
か
ら
も
常
に
地
域
の

身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
、
住
民
の
課
題
を
「
我

が
事
」
の
よ
う
に
受
け
止
め
、
課
題
の
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、
関
係
機
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ぎ
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と
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っ
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た
だ
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と
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期
待
さ
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ま
す
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男女共同参画の視点に立った、高齢者支援に
ついて〜内閣府男女共同参画局による調査結
果から〜

○高齢男女の自立した生活に関する調査（平成
20年6月）により以下のことが示唆されました。
　経済困窮や孤立などの問題は高齢期以前の人
生のさまざまな段階ごとの対策が重要である。
　高齢期の経済的困窮層は単身女性に加え、未
婚男性も厳しい状況であり、同時に孤立の問題
も懸念された。
　これらの問題の背景には、単身世帯が主流と
なる家族形態の変化があることから、単身世帯
が主流となる社会への備えが必要である。
○持続可能な自治会活動に向けた男女共同参画
の推進についての調査（平成29年3月）が行わ
れた背景には、地域活動に男女共同参画の視点
が反映されるよう、自治会・町内会等各団体に
働き掛けるとした、第4次男女共同参画基本計
画があります。
　自治会活動の課題は、運営の担い手不足や高
齢化、近所付き合いの希薄化が挙げられ、今
後、少子高齢化がさらに進む中で、持続可能な
自治会活動のため、男女を問わず幅広い年齢層
で構成されるよう多様化する必要があります。
また、女性の積極的な参画を促し、活動の見直
しも必要と示唆されました。

社会福祉法人
埼玉県社会福祉協議会
地域福祉部

部長　鈴木　隆夫　氏

【
テ
ー
マ
】

高
齢
者
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
に

〈
講
師
〉

市
町
村
が
定
め
る
活
動
区
域

　

第
1
層
・
・
市
町
村
全
域

　

第
2
層
・
・
中
学
校
区
や
小
学
校
区

◆
地
域
共
生
社
会
と
は
◆

　

制
度
・
分
野
と
の
「
縦
割
り
」
や
「
支
え

手
」「
受
け
手
」
と
い
う
関
係
を
超
え
て
、
地

域
住
民
や
地
域
の
多
様
な
主
体
が
「
我
が
事
」

と
し
て
参
画
し
、
人
と
人
、
人
と
資
源
が
世

代
の
分
野
を
超
え
て
「
丸
ご
と
」
つ
な
が
る

こ
と
で
、
住
民
一
人
ひ
と
り
の
暮
ら
し
と
生

き
が
い
、
地
域
を
と
も
に
創
っ
て
い
く
社
会

セミナーの様子
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【埼玉県福祉部こども安全課】

児童虐待防止サポーター研修について

（1）児童虐待防止サポーター研修について
　児童虐待を防止するためには、虐待の発生予防・早期発見・早期対応が重要な取組となります。市町村や児童
相談所といった虐待に対応する行政機関だけではなく、子供たちと日々接している保育所・学校や地域の方の目
で、子供たちを見守っていただくことが必要です。
　そこで、県は平成29年度から児童虐待防止サポーター研修を実施し、保育士、幼稚園教諭、学校教職員等や地
域の民生委員等の皆さまに研修を受講していただき、県内全域で子供たちを見守る体制を充実させたいと考えて
います。

（2）児童虐待防止サポーターの役割
　児童虐待防止サポーターとして、児童虐待の発生予防・早期発見・早期対応の充実に取り組んでいただくこと
が期待されています。
　○発生予防…子育てや生活に悩んでいる保護者の相談を受け、助言を行ったり、適切なサービスを紹介する。
　○早期発見・早期対応…虐待を受けた児童（疑いを含む）を発見し、市町村や児童相談所に通告（＝連絡）す
る。

（3）平成29年度児童虐待防止サポーター研修
　今年度は県内6カ所（上尾、川口、川越、所沢、熊谷、越谷）で研修を実施し、民生委員コースに750名の方に
ご受講いただきました。
　研修は、2つの講義で構成されています。
　講義①『児童虐待の現状と対応』は、どういった行為が児童虐待であるか、児童虐待の特徴や関係機関の役割
はどのようなものかといった基礎的な知識を習得していただく内容の講義です。
　次に、講義②『地域における児童虐待への対応（事例検討）』では、地域で虐待が疑われる児童を発見した時に
どのような対応が求められるかを受講者同士で話し合いながら、具体的な対応方法を学んでいただきました。

（4）民生委員・児童委員の皆様へのお願い
　保護者からの相談を受けたり、児童の登校時の様子を見守るなど、民生委員の方の日々の活動が地域の大きな
力になっています。また、児童虐待防止サポーター研修を受講した方をはじめ、民生委員の方が県内全ての地域
で子供たちを見守ってくださることが、児童虐待から子供を守ることにつながります。これからも、子供たちが、
笑顔でのびのびと育つことのできる地域づくりにご協力をお願いいたします。

上尾会場の様子 川越会場の様子
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民生委員制度創設100周年記念

共生・共助つながりづくりフォーラム
〜「広がれ、こども食堂の輪！」全国ツアーin埼玉 〜

　平成30年1月19日（金）、さいたま市「埼玉会館」大ホール他において、「共に生き・共に助け合う」地域を実現
していく「地域のつながりづくり」について考える機会として、埼玉県、埼玉県社会福祉協議会、埼玉県民生委
員・児童委員協議会、「広がれ、こども食堂の輪！全国ツアーin埼玉実行委員会」の
共催により開催しました。
　はじめに、「人とのつながり・地域での支え合い」をテーマにした小中学生作文コ
ンクールの表彰式が行われました。県内から応募のあった4,834作品（325校）から最
優秀賞6作品、審査員特別賞6作品の表彰とともに、受賞者を代表し、2名の方による
作文を朗読していただきました。
　基調講演では、「誰もがつながり・支えあいのできる地域づくりをしてゆくために」
と題して、神奈川県立保健福祉大学の山崎美貴子名誉教授より、地域を取り巻く問
題に対し、人と人とのつながり、地域の社会資源の活用など「地域における支えあ
い」や居場所となる「こども食堂」の必要性について講演をしていただきました。

　午後には、3会場においてテーマ別分科会が行われました。分科
会1では、「地域共生社会の実現に向けた各団体の取組み」をテー
マに4団体から実践報告が行われ、本会顧問の奥冨孝一氏からは
「地域共生社会と民生委員・児童委員活動」と題して、民生委員活
動と、狭山市民児協の民生委員制度創設100周年記念事業「高校生
による一日民生委員・児童委員体験活動」について発表されまし
た。
　発表では、毎年、狭山市と狭山市民児協が共催で開催している
「地域のつながりと支え合いを考える集い」について、テーマを
「民生委員とわたしたちの暮らし」とし、「高校生による民生委員
活動の体験発表」と幅広い世代での意
見交換が行われたこと、そして、これ
をきっかけに世代を超えて連携意識を
深め、さらなる地域の支え合い活動に
つなげていくとする取組みについて報

告があり、最後に「民生委員は、すべての人々と協力し、明朗で健全な地域社会づく
りに努めます」と締めくくられました。
　他の分科会では、「広がれ、こども食堂の輪！」全国ツアーとして、“こども食堂”
について知りたい・関わってみたい方に向けた分科会2と、既に取組まれている方に向
けた分科会3をそれぞれ実施いたしました。

　当日は、民生委員、保護司、ボランティ
ア、社会福祉協議会・社会福祉施設役職
員、行政職員等の地域活動に関わる方1,035
名の参加があり、「さまざまな団体の活動
が詳しくわかってよかった」「民生委員の
先輩や保護司の活動がわかってよかった」
「子どもの貧困などを起因とするこども食
堂のテーマはよかった」などの感想が寄
せられました。

各分科会のテーマ
1地域共生社会の実現に向けた各団体の
取組み
2こども食堂でひろがろう
3こども食堂でつながろう

基調講演の様子

分科会1の様子

“こども食堂”についての分科会 県内の“こども食堂”紹介パネル

開催報
告
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■PRグッズをご活用ください

　平成29年に制度創設100周年を迎えた民生委員制度は、次なる100年に向けて新たな一歩
を踏み出しました。
　引き続き、民生委員制度の歴史と実績をアピールしながら、積極的な広報・啓発活動を進
めていきましょう！

5月12日は
「民生委員・児童委員の日」です！

「民生委員・児童委員の日 活動強化週間」実施期間
平成30年5月12日（土）〜5月18日（金）

　全国民生委員児童委員協議会（現在の全国民生委員児童委員連合会）は、昭和52（1977）年に毎年5月12日を
「民生委員・児童委員の日」とすることを定めました。
　これは、大正6（1917）年5月12日に岡山県済世顧問制度設置規程が公布されたことに由来するものです。
　「民生委員・児童委員の日」から1週間を「活動強化週間」とし、全国の関係者が一体となって取り組み、PR活
動などを展開していくことを推進しています。
　この活動を通じて、民生委員の存在や活動について、地域住民や関係機関・団体等に理解を深めていただき、
信頼関係を築き、委員活動が一層充実することを目指して実施しています。

　民生委員制度創設100周年活動強化方策において、重点の一つに揚げられている「民生委員・児童委員制度を守
り、発展させていくために」では、「地域住民への積極的なPR活動の展開」が推進されています。
　「地域住民に民生委員を知ってもらう」「地域の福祉課題を広くアピールして解決への取り組みにつなげる」な
ど、誰に、どのようなことをPRしたいのか、対象者や目的を考えて取組むことが効果的です。

PRカード

リーフレット ポスター クリアファイル

PRチラシ

民生委員紹介リーフレット

訪問カード

※県民児協作成
　本会ホームページにデータを掲載し
ています。

※全民児連作成（有償頒布）
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へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め

に
」
の
テ
ー
マ
で
講
義
と
ビ
デ
オ

の
視
聴
が
あ
り
ま
し
た
。
終
了
後
、

全
国
の
参
加
者
と
交
流
会
が
和
や

か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
ル
ー
テ
ル
学
院
大

学

市
川
一
宏
教
授
に
よ
る
「
安
定

的
・
継
続
的
な
民
児
協
活
動
を
支

え
る
た
め
に
」
の
テ
ー
マ
で
講
義
、

午
後
は
各
都
道
府
県
・
指
定
都
市

の
皆
さ
ん
と
「
連
鎖
と
合
意
形
成

の
手
法
」
に
つ
い
て
の
グ
ル
ー
プ

討
議
が
行
わ
れ
、
各
民
児
協
で
一

番
多
い
課
題
を
出
し
合
い
ま
し
た
。

問
題
点
は
民
生
委
員
の
成
り
手
不

足
と
民
生
委
員
活
動
で
し
た
。
ま

た
、
単
位
民
児
協
へ
の
支
援
は
、

県
・
都
市
民
児
協
と
し
て
ど
ん
な

こ
と
を
望
む
か
も
協
議
し
ま
し
た
。

　

成
り
手
不
足
な
ど
は
単
位
民
児

協
だ
け
で
な
く
、
県
・
都
市
民
児

協
も
大
い
に
関
係
あ
る
こ
と
な
の

で
民
生
委
員
の
役
割
等
を
住
民
全

体
に
周
知
し
て
も
ら
う
た
め
に
、

Ｐ
Ｒ
の
強
化
を
し
て
も
ら
う
こ
と

に
一
致
し
ま
し
た
。

　
「
困
難
事
例
の
対
応
は
一
人
で
抱

え
込
ま
な
い
。
連
携
は
委
員
個
人

で
は
な
く
民
児
協
組
織
と
し
て
連

携
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
」
と
市

川
先
生
は
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

三
日
目
は
、
グ
ル
ー
プ
討
議
と

「
民
児
協
を
支
え
る
リ
ー
ダ
ー
へ
の

期
待
」
の
統
括
講
義
で
し
た
。

「
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
絶
対
的
な
正
解

は
な
い
。
状
況
に
お
い
て
適
確
で

あ
る
か
が
必
要
」
ま
た
「
こ
れ
か

ら
の
福
祉
は
互
い
に
支
え
あ
う
地

域
づ
く
り
を
重
視
し
て
い
る
。
民

生
委
員
が
一
人
の
住
民
と
し
て
住

民
に
寄
り
添
い
、
時
に
は
住
民
の

代
弁
者
と
し
て
意
見
を
述
べ
て
い

く
こ
と
が
互
い
を
理
解
し
合
え
る
」

と
市
川
先
生
は
ま
と
め
ら
れ
ま
し

た
。

　

貴
重
な
三
日
間
で
学
ん
だ
こ
と

は
、
今
後
の
民
児
協
運
営
の
糧
と

な
る
と
思
い
ま
し
た
。

動
が
重
要
で
あ
り
、
す
べ
て
の
活

動
は
、
地
域
と
の
信
頼
関
係
と
関

係
機
関
と
の
顔
の
見
え
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
や
、
民
児
協
の
果

た
す
べ
き
役
割
と
内
部
に
お
け
る

連
携
の
大
切
さ
、
児
童
委
員
と
主

任
児
童
委
員
と
と
も
に
「
気
づ
き
」

は
日
常
の
活
動
か
ら
、
わ
が
町
な

ら
で
は
の
民
児
協
活
動
を
構
築
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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一
般
財
団
法
人
埼
玉
県
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

平
成
30
年
度
「
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
」

《
運
営
方
針
》

１

．一
般
財
団
法
人
と
し
て
、
新
た
な
活
動

の
広
が
り
と
質
を
高
め
て
い
く
た
め
、
社

会
の
課
題
に
対
応
し
な
が
ら
公
益
活
動

の
推
進
を
図
る
。

２

．市
町
村
民
児
協
が
連
合
体
と
し
て
の
組

織
と
機
能
が
十
分
発
揮
さ
れ
る
よ
う
、

体
制
の
整
備
と
会
員
相
互
の
連
携
強
化

を
す
す
め
る
と
と
も
に
財
政
の
確
立
を

図
る
。

３

．
住
民
の
立
場
に
立
ち
、
住
民
の
身
近
な

相
談
・
支
援
者
と
し
て
の
、
区
域
担
当

民
生
委
員
の
活
動
の
充
実
及
び
単
位
民

児
協
な
ど
で
の
組
織
的
な
活
動
展
開
を

図
り
、
個
々
の
民
生
委
員
へ
の
支
援
と

日
々
の
活
動
に
資
す
る
た
め
の
研
修
の
強

化
推
進
を
図
る
。

４

．
埼
玉
県
及
び
埼
玉
県
社
会
福
祉
協
議

会
等
と
の
緊
密
な
提
携
の
も
と
に
、
会

務
の
運
営
と
事
業
の
推
進
を
図
る
。

《
重
点
目
標
》

１

．民
生
委
員
活
動
の
充
実
発
展
と
強
化
推

進
２

．民
生
委
員
が
地
域
で
よ
り
活
動
し
や
す

い
環
境
の
整
備

３

．
市
町
村
民
児
協
組
織
の
整
備
推
進〈
特

に
自
主
運
営
体
制
、
専
門
部
会
（
委
員

会
）
活
動
の
促
進
〉

４

．生
活
福
祉
資
金
借
受
世
帯
の
相
談
援
助

活
動
の
推
進

５

．「
民
生
委
員
制
度
創
設
１
０
０
周
年
活

動
強
化
方
策
」
お
よ
び
「
児
童
委
員
制

度
創
設
70
周
年
全
国
児
童
委
員
活
動
強

化
推
進
方
策
２
０
１
７
」
の一
体
的
な
取

り
組
み
の
推
進

６

．民
生
委
員
に
よ
る
災
害
時
要
援
護
者
支

援
活
動
の
強
化
・
充
実

７

．民
生
委
員
の
適
切
な
人
材
確
保
に
向
け

た
環
境
整
備

８

．
定
款
に
よ
る
執
行
体
制
、
定
款
及
び
内

部
規
程
に
沿
っ
た
業
務
遂
行
に
よ
り
内

部
充
実
の
整
備
と
強
化
の
推
進

９

．各
市
町
村
の
民
生
委
員
個
別
支
援
活
動

や
民
児
協
の
組
織
活
動
が
滞
り
な
く
円

滑
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
支
援
を
図
る
。

《
事
業
概
況
》

１　

公
益
目
的
事
業

 

ａ
．
生
活
相
談
等
活
動
推
進
事
業 

ア
　
福
祉
相
談
推
進
事
業

　

　

個
々
の
民
生
委
員
の
知
識
・
技
術
の

向
上
を
図
る
た
め
に
実
施

・
生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度
説
明
会

　
（
県
社
協
と
共
催
）

　

　

生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度
の
理
解
と

民
生
委
員
及
び
市
町
村
社
協
の
役
割
や

連
携
を
確
認
し
、
地
域
住
民
へ
の
支
援

活
動
の
充
実
強
化
を
目
的
と
し
て
開
催

す
る
。

・
孤
立
防
止
推
進
事
業

　
（
県
社
協
と
共
催
ま
た
は
後
援
）

　

　

安
心
・
安
全
な
地
域
社
会
を
目
指

し
、
民
生
委
員
等
の
役
割
や
連
携
を
確

認
し
、
地
域
の
見
守
り
活
動
等
に
生
か

し
て
活
動
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
福

祉
活
動
を
推
進
さ
せ
る
。

・

各
市
町
村
に
お
け
る
各
種
民
生
委
員
研

修
会
への
講
師
派
遣

・

在
宅
福
祉
活
動
の
推
進

　

　

各
種
の
研
修
、
研
究
協
議
の
場
を
通

じ
、
要
援
護
者
及
び
そ
の
家
族
に
対
す

る
福
祉
活
動
を
推
進
さ
せ
る
。

・

民
生
委
員
に
よ
る
交
通
事
故
防
止
・
防

犯
等
に
係
る
声
か
け
運
動
への
協
力

　

　

埼
玉
県
及
び
さ
い
た
ま
市
民
児
協
と

連
携
し
、
民
生
委
員
が
見
守
り
支
援
活

動
の一
環
と
し
て
実
施
し
て
い
る
高
齢
者

世
帯
訪
問
活
動
時
に
、
交
通
事
故
防
止

や
悪
質
商
法
等
に
よ
る
被
害
の
防
止
を

呼
び
か
け
る
「
民
生
委
員
に
よ
る
交
通

事
故
防
止
・
防
犯
等
に
係
る
声
か
け
運

動
（
お
達
者
訪
問
大
作
戦
）」
の
推
進

に
協
力
す
る
。

・
市
町
村
民
児
協
及
び
単
位
民
児
協
研
修

用
視
聴
覚
教
材
の
貸
し
出
し
。

・
県
社
協
が
埼
玉
県
か
ら
受
託
実
施
す
る

次
の
研
修
事
業
に
協
力
す
る
。

　

イ　

民
児
協
会
長
・
副
会
長
研
修

　
ロ　

課
題
別
研
修

　
ハ　



新
任
民
生
委
員
、
主
任
児
童
委
員

研
修

　
ニ　

主
任
児
童
委
員
研
修

・

民
生
委
員
実
費
弁
償
費
の
交
付

　

　

各
市
町
村
民
児
協
に
お
け
る
生
活
福

祉
資
金
の
貸
付
調
査
・
償
還
指
導
の
促

進
を
図
る
た
め
に
、「
民
生
委
員
実
費

弁
償
費
」
を
交
付
す
る
。

イ
　
リ
ー
ダ
ー
研
修
事
業

　

　

各
民
児
協
で
リ
ー
ダ
ー
的
役
割
を
果

た
す
民
生
委
員
を
次
の
研
修
に
派
遣

し
、
能
力
の
向
上
を
図
る
。

・
全
国
主
任
児
童
委
員
研
修
会（
東
日
本
）

・
全
国
相
談
技
法
研
修
会

・

全
国
指
導
者
研
修
会
（
民
生
委
員
大
学
）

・
民
生
委
員
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

ウ
　
啓
発
宣
伝
事
業

・
広
報
・
啓
発
活
動
の
実
施

　

　

民
生
委
員
制
度
や
活
動
内
容
に
つ
い

て
普
及
啓
発
を
図
る
た
め
「
埼
玉
県
民

児
協
だ
よ
り
」
を
発
行
（
年
４
回
）
す

る
と
と
も
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
全
体
の
情

報
の
整
理
を
し
、
住
民
に
向
け
た
民
生

委
員
活
動
の
Ｐ
Ｒ
の
充
実
に
努
め
る
。

ま
た
、「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動

紹
介
パ
ネ
ル
」
の
貸
し
出
し
を
行
う
。

エ

　
埼
玉
県
民
生
委
員
・
児
童
委
員
大
会

開
催
事
業

　

　

平
成
30
年
度　

第
44
回
「
埼
玉
県

民
生
委
員
・
児
童
委
員
大
会
」
の
開
催

　

◇

９
月
14
日
（
金
）
さ
い
た
ま
市
「
市

民
会
館
お
お
み
や
・
大
ホ
ー
ル
」

　

　

県
内
各
地
域
か
ら
民
児
協
代
表
者
及

び
関
係
者
の
参
集
を
得
て
、
当
面
の
活

動
方
針
を
樹
立
す
る
と
と
も
に
、
よ
り

一層
の
団
結
と
連
帯
及
び
士
気
の
高
揚
を

図
る
。

 

ｂ
．
民
児
協
育
成
・
指
導
事
業 

ア
　
地
区
別
協
議
事
業

・

ブ
ロ
ッ
ク
別
市
町
村
民
児
協
会
長
連
絡

会
議
の
開
催

　

　

４
ブ
ロッ
ク
（
東
西
南
北
）
に
お
い
て
、

各
ブ
ロッ
ク
間
の
連
携
と
民
児
協
活
動
及

び
運
営
の
諸
課
題
等
に
つい
て
研
究
協
議

を
行
う
。

イ
　
民
児
協
育
成
事
業

・
指
定
民
児
協
の
活
動
援
助

　
　

指
定
民
児
協
（
第
２
３
期
／
２
年
目
）

の
助
成
（
本
会
独
自
２
地
区
、
全
国
互

助
共
励
事
業
２
地
区
／
計
４
地
区
）
を

行
い
民
児
協
の
活
動
の
強
化
を
図
る
。

 

ｃ
．
活
動
調
査
研
究
事
業 

ア
　
分
野
別
活
動
調
査
研
究
事
業

　

　

民
生
委
員
及
び
民
児
協
の
活
動
に
つ

い
て
、
各
委
員
会
を
年
２
回
程
度
開
催

す
る
。

　

　
「
総
務
委
員
会
」「
福
祉
相
談
事
業
委

員
会
」「
生
活
福
祉
対
策
委
員
会
」「
高

齢
者
対
策
委
員
会
」「
児
童
対
策
委
員

会
」「
広
報
委
員
会
」「
主
任
児
童
委
員

会
」「
男
女
共
同
参
画
推
進
部
会
」

イ
　
活
動
調
査
事
業

　

　

市
町
村
民
児
協
の
活
動
を
把
握
す
る

た
め
、「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
」

及
び
「
活
動
強
化
週
間
」
の
取
り
組
み

状
況
調
査
を
行
う
。

　

　

次
の
会
議
を
通
じ
、
県
外
の
情
報
を

調
査
す
る
。

・

都
道
府
県
・
指
定
都
市
民
児
協
事
務
局

会
議

・
第
87
回
全
国
民
生
委
員
大
会

・
全
国
社
会
福
祉
大
会

・

関
東
ブ
ロッ
ク
内
の
都
県
・
指
定
都
市
民

生
委
員
大
会

ウ
　
研
究
協
議
事
業

　

　

次
の
研
究
協
議
会
を
通
じ
、
新
た
な

課
題
・
共
通
課
題
等
を
研
究
協
議
す
る
。

・
民
生
児
童
委
員
、
保
護
司
連
絡
会

・

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
民
生
委
員
児
童
委
員
活

動
研
究
協
議
会

・
全
国
児
童
委
員
研
究
協
議
会

 

ｄ
．
共
同
募
金
事
業
へ
の
協
力
事
業 

・

民
生
委
員
及
び
市
町
村
民
児
協
へ
の
共

同
募
金
活
動
協
力
依
頼

・

共
同
募
金
事
業
に
つい
て
、
本
会
広
報
誌

に
掲
載
し
、
普
及
・
啓
発
を
図
る
。

・

共
同
募
金
事
業
に
係
る
チ
ラ
シ
を
各
種

会
議
で
配
布

　

３
月
に
開
催
さ
れ
た
第
１
４
５

回
理
事
会
及
び
第
１
４
５
回
評
議

員
会
に
お
い
て
、
平
成
30
年
度
の

埼
玉
県
民
児
協
の
事
業
計
画
と
収

支
予
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

事
業
計
画
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③会費収入
66.9%

④補助金等収入
33.0%

①基本財産運用収入 0.0%
②特定資産運用収入 0.0%

⑤雑収入 0.1%

①事業費
80.0%

③予備費
0%

②管理費
20.0%

科　目
事業活動収支の部     
１．事業活動収入  
①基本財産運用収入
②特定資産運用収入 
③会費収入  　　　
④補助金等収入  　
⑤雑収入   
 事業活動収入計 

30年度

4
3

78,298
38,606

71
116,982

29年度

14
2

77,919
40,029

83
118,047

増減

▲10
1

379
▲1423

▲12
▲1065

科　目
①事業費
②管理費
③予備費

29年度
86,984
18,400

100

30年度
86,629
21,600

100

差異
▲355
3,200

0

（単位：千円）

（単位：千円）

収 入

支 出
管理費支出の

割合

事業費支出の
割合

手数料
雑支出

租税公課
連絡調整費

福利厚生費
臨時雇賃金

負担金

賃借料
印刷製本費

消耗什器備品費

消耗品費

通信運搬費
旅費交通費

手数料
弔慰費

雑支出

福利厚生費

全国民生
委員互助
事業給付金

県民児協
民児協
育成費 共励民児協

育成費 食料費

委託費
諸謝金
負担金
賃借料

印刷製本費
消耗品費

旅費交通費

諸謝金

通信運搬費

会議費

給料手当

県民児協
退職給付金

民生委員
実費弁償費

会費

給料手当全民児連
会費

平成30年度
埼玉県民児協予算

2　

収
益
事
業
等

 
ａ
．
互
助
共
励
事
業 

ア
　
互
助
事
業

・

全
国
民
生
委
員
互
助
事
業
（
死
亡
・
弔

慰
・
各
種
見
舞
・
退
任
慰
労
）
を
運
営

す
る
。

・

本
県
独
自
の
互
助
事
業
（
退
任
給
付
）

を
運
営
す
る
。

・

会
員
の
「
個
別
管
理
基
礎
調
査
票
」
の

整
備
を
行
う
。

イ
　
共
励
事
業

　

　

民
生
委
員
が
そ
の
持
て
る
能
力
を
出

し
合
っ
て
、
能
力
の
向
上
を
図
り
、
士

気
の
高
揚
を
図
る
た
め
、
次
の
事
業
を

実
施

・

主
任
児
童
委
員
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

・

男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

・

指
定
民
児
協
への
助
成
及
び
活
動
援
助

・

理
事
、
監
事
及
び
評
議
員
並
び
に
男
女

共
同
参
画
推
進
部
会
員
に
よ
る
県
外
視

察
研
修

 

ｂ
．
弔
慰
事
業 

　

　

物
故
民
生
委
員
に
対
し
弔
慰
規
程
に

よ
る
弔
慰
を
行
う
。

 

ｃ
．
退
職
役
員
等
交
流
事
業 

　

　

退
職
役
員
等
と
の
交
流
を
通
じ
て
得

ら
れ
る
知
識
等
を
活
か
し
て
、
本
会
の

運
営
に
資
す
る
た
め
、
本
会
の
前
役
員

等
で
構
成
す
る
「
彩
の
国
す
こ
や
か
会
」

の
運
営
に
協
力
す
る
。

3　

法
人
の
運
営

 

ａ
．
会
務
の
運
営 

　

　

次
の
諸
会
議
を
開
催
し
て
、
本
会
運

営
の
基
本
方
針
、
事
業
推
進
の
要
領
を

定
め
、
事
業
の
展
開
を
図
る
。

・

正
副
会
長
会
議
・
理
事
会
・
評
議
員

会
・
監
事
会

 

ｂ  

．
会
長
手
帳
そ
の
他
の
関
係
資
料
等
の

斡
旋
、
配
布 
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●●●●●●●●●●●●●●●●わがまちの単位民児協活動紹介ルポ
〇
新
郷
地
区
の
特
徴

　

川
口
市
の
東
部
に
位
置
す
る
戸
建
て

が
中
心
の
住
宅
地
で
、
植
木
生
産
や
斜

面
林
な
ど
の
自
然
と
工
業
の
共
生
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
新
郷
地
区
社
会
福

祉
協
議
会
で
は
「
住
民
を
“
ひ
と
り
”

に
し
な
い
“
あ
っ
た
か
い
”
地
域　

新

郷
」
を
合
言
葉
に
、
地
元
を
元
気
に

し
て
い
く
企
画
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

新
郷
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
が

行
っ
て
い
る
地
域
活
動
は
高
齢
者
向

け
サ
ロ
ン
等
が
充
実
し
て
い
ま
す

が
、
一
方
で
子
育
て
世
代
向
け
の
支

援
が
な
い
こ
と
が
長
年
の
課
題
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

〇
立
ち
上
げ
ま
で
の
経
緯

　
「
新
郷
地
区
に
は
児
童
館
が
な
く
、

親
子
の
集
ま
れ
る
場
が
な
い
」「
子

育
て
世
代
に
向
け
た
活
動
を
し
た

い
」
と
主
任
児
童
委
員
か
ら
の
相
談

が
き
っ
か
け
で
し
た
。

　

こ
の
相
談
を
き
っ
か
け
に
、
主
任

児
童
委
員
や
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

地
区
社
会
福
祉
協
議
会
関
係
者
が
話

し
合
い
を
重
ね
ま
し
た
。

　
「
育
児
中
の
マ
マ
な
ら
参
加
し
や
す
い

の
で
は
な
い
か
？
」
と
の
声
が
あ
り
、

０
歳
児
の
赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の
マ
マ
を
対

象
に
し
た
赤
ち
ゃ
ん
サ
ロ
ン
「
す
ま
い

る
ス
マ
イ
ル
」
を
平
成
29
年
９
月
に
立

ち
上
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

サ
ロ
ン
の
名
前
の
由
来
は
、
参
加
す

る
赤
ち
ゃ
ん
や
マ
マ
は
も
ち
ろ
ん
、
関

係
す
る
ス
タ
ッ
フ
な
ど
誰
も
が
笑
顔
に

な
れ
る
よ
う
願
い
を
込
め
て
、
み
ん
な

で
考
え
ま
し
た
。

〇『
す
ま
い
る
ス
マ
イ
ル
』
に
つ
い
て

　

赤
ち
ゃ
ん
サ
ロ
ン
『
す
ま
い
る
ス
マ

イ
ル
』
は
、
新
郷
地
区
を
３
つ
の
エ
リ

ア
に
分
け
、
各
エ
リ
ア
で
開
催
し
て
い

赤
ち
ゃ
ん
サ
ロ
ン

�

〜
す
ま
い
る
ス
マ
イ
ル
〜

第 6 回

川口市
新郷地区民児協

民生委員 主任児童委員
34名 2名

ま
す
。

　

サ
ロ
ン
で
は
赤
ち
ゃ
ん
も
マ
マ
も
楽
し

ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
ベ
ビ
ー
ダ
ン
ス
や

親
子
ヨ
ガ
な
ど
の
企
画
と
併
せ
、
保
健
師

さ
ん
と
の
相
談
会
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

第
２
回
目
の
サ
ロ
ン
で
実
施
し
た
ベ

ビ
ー
ダ
ン
ス
で
は
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
マ

マ
た
ち
が
ス
テ
ッ
プ
を
踏
む
と
ほ
と
ん
ど

の
赤
ち
ゃ
ん
が
す
や
す
や
寝
て
し
ま
い
ま

し
た
。
誰
で
も
簡
単
に
楽
し
く
踊
れ
、
赤

ち
ゃ
ん
と
の
絆
を
深
め
ま
し
た
。

〇『
す
ま
い
る
ス
マ
イ
ル
』
に
参
加
し
て

　
「
ベ
ビ
ー
ダ
ン
ス
で
は
、
自
宅
で
も
取

り
入
れ
ら
れ
そ
う
な
ポ
ー
ズ
も
あ
っ
て
、

ぜ
ひ
実
践
し
て
み
た
い
」
と
い
う
マ
マ

の
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。
育
児
に
関
す

る
ミ
ニ
相
談
会
で
は
毎
日
の
子
育
て
で

感
じ
る
悩
み
は
本
当
に
た
く
さ
ん
あ
り
、

マ
マ
た
ち
の
大
変
さ
が
伺
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
サ
ロ
ン
を
き
っ
か

け
に
、
同
じ
悩
み
を
抱
え

た
マ
マ
た
ち
の
交
流
の
輪

が
広
が
り
ま
し
た
。

〇
今
後
の
課
題
と
抱
負

　

今
後
は
不
登
校
の
生
徒

や
ネ
グ
レ
ク
ト
の
家
庭
を

支
援
す
る
活
動
や
、
育
児

に
悩
ん
で
い
る
マ
マ
が
一
歩

外
に
出
る
き
っ
か
け
づ
く

り
を
し
て
み
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
活
動

が
新
郷
地
区
に
定

着
し
て
、
少
し
で

も
子
育
て
世
代
の

か
た
に
と
っ
て
有

意
義
な
サ
ロ
ン
に

な
る
よ
う
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

たくさんのママ友ができました！

とっても和やかな雰囲気でした

川 口 市
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●●●●●●●●●●●●●●●●わがまちの単位民児協活動紹介ルポ
【
小
鹿
野
町
の
概
要
】

　

小
鹿
野
町
は
埼
玉
県
西
部
の
山
間
地

域
に
あ
り
、
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
風

光
明
媚
な
地
に
あ
り
ま
す
。

　

町
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
「
花
と

歌
舞
伎
と
名
水
の
町
」
と
詩
っ
て
お
り

ま
す
。

　

町
で
は
若
年
人
口
の
減
少
に
よ
り
高

齢
化
率
が
進
み
、
平
成
29
年
に
は

３
４
・
２
６
％
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
小
鹿
野
町
の
高
齢
者
は

と
て
も
元
気
で
、
高
齢
者
医
療
費
は
県

内
一
少
額
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
知
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

町
内
を
担
当
し
て
い
る
の
は
44
名
の

民
生
委
員
と
３
名
の
主
任
児
童
委
員
の

計
47
名
が
協
力
し
て
福
祉
事
業
や
そ
の

他
各
種
活
動
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

【
活
動
事
例
】

　

配
食
サ
ー
ビ
ス
は
、
社
会
福
祉
協
議

会
の
事
業
の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

現
在
、
単
身
高
齢
者
世
帯
の
う
ち

３
４
６
名
が
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
希
望
し

て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
月
に
一
度
、
安
否

確
認
を
兼
ね
て
民
生
委
員
が
お
届
け
し

て
お
り
ま
す
。

　

配
食
回
数
は
年
10
回
で
す
。
そ
の
う

ち
２
回
は
手
作
り
弁
当
を
お
届
け
し
、

他
は
飲
食
店
に
弁
当
作
り
を
依
頼
し
て

お
り
ま
す
。

　

手
作
り
弁
当
は
調
理
施
設
の
ス
ペ
ー

ス
の
関
係
で
、
１
回
の
調
理
で
作
る
こ

と
が
で
き
る
の
が
１
５
０
〜
２
０
０
食

と
な
り
、
対
象
者
の
約
半
数
に
お
届
け

し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
対
象
者
に

年
２
回
、
手
作
り
弁
当
の
配
食
を
す
る

た
め
に
は
、
調
理
は
年
４
回
行
わ
れ
ま

す
。

　

調
理
時
は
、
保
健
課
の
管
理
栄
養
士
、

社
会
福
祉
協
議
会
の
栄
養
士
な
ど
の
指

導
の
下
、
女
性
の
民
生
委
員
を
は
じ
め
、

各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
ご
協
力
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
７
・
８
月
は
食
中
毒
回
避
を
図

る
た
め
、
配
食
で
は
な
く
中
学
生
や
高

校
生
が
作
成
し
た
暑
中
見
舞
い
の
ハ
ガ

キ
や
、
指
定
ゴ
ミ
袋
の
配
付
を
行
っ
て

い
ま
す
。

【
成
果
】

　

手
作
り
弁
当
は
多
く
の
高
齢
者
か
ら

好
評
を
得
て
お
り
、
配
付
の
機
会
を
心

待
ち
に
し
て
い
る
方
が
沢
山
い
る
と
聞

い
て
お
り
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
、
私
た

ち
は
手
作
り
の
や
り
が
い
を
感
じ
る
次

第
で
す
。

　

高
齢
者
世
帯
へ
の
対
応

は
、
信
頼
の
構
築
が
重
要

で
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
は
有

効
な
手
段
だ
と
い
え
ま

す
。
月
に
１
回
の
実
施
で

す
が
、
情
報
収
集
の
向
上
、

ま
た
新
た
な
課
題
の
把
握

な
ど
に
つ
な
が
る
も
の
と

思
い
ま
す
。

　

今
後
も
見
守
り
活
動
は

配
食
の
み
な
ら
ず
、
さ
ま

ざ
ま
な
工
夫
を
交
え
て
活

動
を
充
実
さ
せ
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

高
齢
者
の
見
守
り
体
制
状
況

�

〜
単
身
高
齢
者
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
通
し
て
〜

小鹿野町民児協 民生委員 主任児童委員
44名 3名

小鹿野町

声掛けとともにわたします。

調理は心を込めて行われます。

お弁当の中身です。
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埼
玉
県
民
児
協
だ
よ
り
　
　  

平
成
30
年
4
月
1
日
発
行

〈
発
行
人
〉大
谷
　
富
夫
　
　〈
編
集
人
〉都
倉
　
大
介
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　〈
発
行
所
〉一般
財
団
法
人
埼
玉
県
民
生
委
員・児
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委
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協
議
会

〒
　
　
埼
玉
県
さ
い
た
ま
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浦
和
区
針
ヶ
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彩
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す
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330-
0075

No.
156

表紙絵のお問合せ〔アトリエ ナオキ　Tel 048（686）3509〕

県民児協の予定平成30年
　民生委員が日頃の活動の中で思ったこと、知って欲しいことなどを広く一般県民の
方々に知ってもらうためのものです。
　会員の皆さん奮ってご投稿くださいますようお願いいたします。

〒330-0075
さいたま市浦和区針ヶ谷４-２-65
彩の国すこやかプラザ
一般財団法人埼玉県
民生委員・児童委員協議会
広報係宛

１ 民生委員・児童委員活動に関することであれば 内容は自由です。
２ 原稿は、８００字以内とする。
３ 応募は１人１任期中１回限りとする。
４ 掲載は毎号１人とし、投稿者氏名及び市町村   
　名を掲載する。
５ 発行月の２ヶ月前までにご応募いただいた原稿   
　の中から、広報委員会で選考のうえ掲載する。
 なお、加筆・修正等をする場合があるので、住所・
 電話番号を必ず明記のうえご投稿ください。
６ 投稿された原稿は返却しません。

「民生委員・児童委員の声」原稿募集中「民生委員・児童委員の声」原稿募集中

提出先提出先

（秩父市　髙橋　幸太郎）

編集後記
　昨年度は、民生委員制度創設100周年及び児童委員制度創
設70周年の記念すべき年でありました。そのような記念すべき
年の広報誌編集に微力ながら携わることができ、私が初めて広
報委員となり、先輩諸氏のご指導のもとたくさんのことを学ぶ
ことができた１年でした。
　今年度は、次の100年への１歩を踏み出す年です。その第１号
としての156号も無事皆様の元にお届けすることができまし
た。今後も、私たち広報委員一同、各民児協の皆様にとり少しで
も活動の糧となれる広報誌を目指していきますので、ご協力の
ほどよろしくお願いいたします。

※【民生委員・児童委員の声】募集要領

　私が民生委員を引き受けたのが8年前になります。その年の6月頃、当時の自治会長が私の家を訪ねてこられ、
「前任者の推薦でもあり、民生委員を引き受けてもらいたい」とのことでした。私自身、近所のことは妻任せで
町内のことは全く分からないため、何度か固辞しました。しかし、自治会長のあまりの熱心さに負け、引き受ける
ことになりました。
　私は16年前に、それまで勤めていた会社を退職し、春日部市に『建設コンサルタンツ』会社を設立しました。人
員は5人でしたが、個人が報告書を書く仕事から、普段は出社せず自宅で仕事をすることとし、8年前に会社を私
の自宅に移しました。前任者は私が毎日家に居るので、仕事を辞めたと思い、自治会長に推薦したようです。
　民生委員を委嘱され、単身高齢者の世帯訪問を始めました。2～3ヶ月過ぎると、多くの方が私の訪問を待って
いてくれ、間が空くと逆に心配していただいたり、また感謝の言葉等をいただくようになり、かえって喜びをいた
だくことが多くなりました。普段の話や、健康、家族のことなど、さまざまな相談を受けることも多くあり、ほとん
どのことは私が聞いているだけで良いことですが、必要に応じて行政等につなぐようにしています。
　見守り対象の方も、人により身体の状態等も違うので、できるだけ個人に合わせた対応をするようにと思って
います。足が不自由で動き難い方は、いつも近くに電話があるので、できるだけ電話で話しをするようにしてお
り、訪ねる時はヘルパーさんがいるのが分かっている時にしています。
　また、かなり高齢でデイサービスも嫌がり、ヘルパーさんも断っている方については、離れている子どもさんに
ときどき連絡をとるようにし、訪ねた時の様子や気づいたことを説明するようにしています。現在では、高齢者の
方だけではなく、町内の知らない方からも「民生委員さん、ご苦労さま」と声をかけられるようになり、人のため
ではなく自分のやりがいになっていることに気がつきました。

私の民生委員・児童委員活動

17日
20日
24日
27日

監事会

正副会長会議

総務委員会

男女共同参画推進部会　常任委員会

すこやかプラザ

すこやかプラザ

すこやかプラザ

すこやかプラザ

44

1日
7日
8日
15日

26～27日

男女共同参画推進部会　

広報委員会

県大会第1回準備委員会

指定民児協活動連絡会

関東ブロック民生委員活動研究協議会

すこやかプラザ

すこやかプラザ

すこやかプラザ

すこやかプラザ

山梨県甲府市

66

8日
10日
12日

12～18日
15日
17日
18日
23日
23日
25日
29日

第146回理事会

児童対策委員会

民生委員・児童委員の日

民生委員・児童委員活動強化週間

生活福祉対策委員会

福祉相談事業委員会

市町村民生委員事務担当者研修会

第146回定時評議員会

第147回理事会

高齢者対策委員会

主任児童委員会

すこやかプラザ

すこやかプラザ

すこやかプラザ

すこやかプラザ

埼玉会館

すこやかプラザ

すこやかプラザ

すこやかプラザ

すこやかプラザ

55

春日部市豊春西地区
民生委員・児童委員協議会

会長 江口　元勝 氏「民生委員・児童委員の声」
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